
議長新春あいさつ

阿久比町長特別寄稿「200号によせて」

いってきました！行政視察

一般質問

追跡レポートあの答弁はどうなった！

令和５年12月10日 宮津団地老人憩の家で、恒例のもちつき大会を開催しました。
当日は大変多くの住民の参加があり、子どもたちも楽しそうに餅をついたり頬張ったりして、
良い時間が過ごせたと思います。
また、憩の家の中では１月28日の凧あげ大会の子凧づくりも行われ、本番に備えていました。
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議会だより
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自治体と地域住民をつなぐアプリ「マチイロ」に『あぐい議会だより』を掲載しています。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
の
輝

か
し
い
新
春
を
、
ご
家
族
と
共
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
町
議
会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
、
議
会
活

動
に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
令
和
５
年
５
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
臨
時
議

会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
頂
き
、

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
町
民
の
皆
さ

ま
方
と
議
員
各
位
の
ご
協
力
を
賜
り
、
阿
久
比
町
の

発
展
の
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
は
「
税
」
で
し
た
。

文
字
通
り
一
年
を
通
し
て
、
財
源
確
保
に
向
け
た
増

税
論
や
定
額
減
税
の
提
示
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
開

始
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
ル
ー
ル
厳
格
化
な
ど
、
国
民

が
関
心
を
寄
せ
る
「
税
」
に
対
す
る
様
々
な
話
題
が

続
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
う
な
ず
け
ま
す
。

　

私
の
場
合
は
、
一
つ
の
区
切
り
と
な
る
よ
う
な
節

目
の
機
会
に
め
ぐ
り
合
わ
せ
た
一
年
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、「
節
」
と
表
現
し
ま
す
。

　

議
長
就
任
も
そ
の
一
つ
で
す
。
他
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
に
向
か
っ
た
こ
と
で

す
。
国
難
と
も
言
わ
れ
た
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ
れ
て
以
来
、
３
年
超
え

の
５
月
８
日
に
感
染
法
上
の
位
置
付
け
が
２
類
か
ら
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
社
会
活
動
の
制
限

や
制
約
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う

に
各
種
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
、
マ
ス
ク
着
用
の

自
由
化
な
ど
、
個
人
の
選
択
を
尊
重
す
る
自
主
的
な

対
応
へ
と
転
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
節
目
は
、
令
和
５
年
１
月
１
日
に
町

制
70
周
年
を
迎
え
た
こ
と
で
す
。
令
和
５
年
度
は
、

「
笑
顔
で
か
け
る
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
様
々
な
記
念

行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
町

民
の
皆
さ
ま
方
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
お
祝
い
ム
ー

ド
を
満
喫
で
き
た
こ
と
は
大
変
印
象
深
く
、
私
自
身

の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
５
年
は
、
阿
久
比
町
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
、
議
員
の
顔
ぶ
れ
も
新
し
く
な
り
ま
し

た
。
選
ば
れ
て
議
員
と
な
っ
た
か
ら
に
は
、
住
み
続

け
た
い
町
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
描
い

た
抱
負
の
実
現
や
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
べ
く
様
々
な
課
題
に
向
き
合
う
姿
勢
、
覚
悟
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
日
々
の

議
員
・
議
会
活
動
に
活
か
さ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　
迎
え
ま
し
た
令
和
６
年
は
、「
辰
」
年
で
す
。
そ
の

由
来
か
ら
、「
新
た
な
始
ま
り
」
や
「
チ
ャ
ン
ス
」
の

年
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
時
代
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
柔
軟
に
対

応
で
き
る
機
関
と
し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
町
の
限
り
な
い
発
展
と
、
町
民
の
皆

さ
ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

飛
　
躍
阿
久
比
町
議
会
議
長
　
山
　
本
　
恭
　
久

議
長
新
春
あ
い
さ
つ
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議
会
だ
よ
り
２
０
０
号
の
発
刊
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
　
ま
た
、
編
集
、
発
刊
に
当
た
ら
れ
た
議
員
の
皆

さ
ま
の
熱
意
と
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
、
普
段
議
会
を
傍
聴
す
る

機
会
が
少
な
い
町
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
議
会

と
い
う
場
で
、
町
と
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
が
行

わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
重
要
な
ツ
ー

ル
の
１
つ
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
号
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
創
刊
時
に

は
モ
ノ
ク
ロ
の
紙
媒
体
で
配
布
し
て
い
た
も
の
が
、

時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
、
カ
ラ
ー
と
な
り
、
２

０
２
０
年
か
ら
は
紙
媒
体
に
加
え
て
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
も
読
め
る
ア
プ
リ
を

導
入
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
見
や
す
く
、
手
に
取

り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
へ
と
変
化
を
遂
げ
て
い
ま

す
。
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
ご
尽
力
さ
れ

て
き
た
こ
と
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
議
会

だ
よ
り
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
議
会
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
と
き
に
近
寄
り
が
た
い
印
象
を
お
持
ち
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
議
会
は
町

民
の
方
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ

た
組
織
で
、
地
域
住
民
の
声
を
町
に
届
け
る
大
切

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
阿
久
比
町
議
会
が
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
対
し
て
議
会
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
、
正
確

な
情
報
と
し
て
還
元
し
続
け
る
こ
と
に
期
待
い
た

し
ま
す
。

　
今
後
も
町
民
の
た
め
の
町
政
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
町
と
議
会
が
お
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
結
び
に
、
阿
久
比
町
議
会
の
益
々
の
ご
発
展
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。

2
0
0
号
に
よ
せ
て

阿
久
比
町
長

　
田
　
中
　
清
　
高

特
別
寄
稿

過去の表紙とその当時の議員定数及び人口を紹介！

創刊号
（昭和49年5月）

議員定数：26人
人口：20,693人
（昭和49年1月1日）

議員定数：24人
人口：23,514人
（昭和61年1月1日）

議員定数：20人
人口：24,194人
（平成11年1月1日）

議員定数：16人
人口：25,923人
（平成23年1月1日）

議員定数：14人
人口：28,320人
（令和6年1月1日）

第50号
（昭和61年7月）

第100号
（平成11年2月）

第150号
（平成23年7月）

第200号
（令和6年2月）
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結果
山
本
　
恭
久

大
村
　
文
俊

竹
内
　
卓
美

廣
瀬
　
　
実

瀧
塚
　
政
明

都
築
　
清
子

小
柳
み
ゆ
き

新
美
三
喜
雄

伊
東
　
輝
彦

鈴
村
　
算
久

山
本
　
良
輔

新
美
加
寿
奈

竹
内
　
啓
視

中
村
　
　
仁

○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：議長（議長は採決には加わりません）

件　　　　　名

議
案 令和5年度阿久比町一般会計補正予算（第6号）

専決処分の報告について（和解及び損害賠償について）
38

５

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － 可決
報
告 報告は賛否を採らない。

報告は賛否を採らない。

結果
山
本
　
恭
久

大
村
　
文
俊

竹
内
　
卓
美

廣
瀬
　
　
実

瀧
塚
　
政
明

都
築
　
清
子

小
柳
み
ゆ
き

新
美
三
喜
雄

伊
東
　
輝
彦

鈴
村
　
算
久

山
本
　
良
輔

新
美
加
寿
奈

竹
内
　
啓
視

中
村
　
　
仁

○：賛成　×：反対　除：除斥　－：議長（議長は採決には加わりません）

件　　　　　名

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案

諮
問

意
見
書
報
告

陳
　
　
情

工事請負契約の締結について（道路改良工事（その3））

阿久比町災害派遣手当の支給に関する条例の一部改正に
ついて

阿久比町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の一部改正について

阿久比町特別職の職員の給与及び旅費並びにその支給方
法に関する条例の一部改正について

阿久比町職員の給与に関する条例の一部改正について
阿久比町国民健康保険税条例の一部改正について
阿久比町手数料条例の一部改正について
阿久比町消防団条例の一部改正について
令和5年度阿久比町一般会計補正予算（第7号）
令和5年度阿久比町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
令和5年度阿久比町介護保険特別会計補正予算（第2号）
令和5年度阿久比町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
令和5年度阿久比町水道事業会計補正予算（第2号）
令和5年度阿久比町下水道事業会計補正予算（第1号）
令和5年度阿久比町一般会計補正予算（第8号）
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

パンデミック条約締結及び国際保健規則改正に係る情報
開示を求める意見書

専決処分の報告について（和解及び損害賠償について）
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書
陳情書「地元自治体との連携による商工会支援体制の強化と地域商工業振興に対する施策の拡充」
「現行の健康保険証の存続を求める意見書」の提出を求める陳情書
年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の採択を求める陳情

39

40

41

42

43

44

45

46
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50

51

52

53

１

３

６

10

11

12

13

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○
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○
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○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○
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○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

除

－

可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
適任

不提出

各議員はこう判断！各議員はこう判断！ 審議議案と議員の 否
令和５年 第３回臨時会 会期：10月18日 議案／補正予算1件、報告1件

令和５年 第４回定例会 会期：12月7日～21日 議案／条例等8件、補正予算7件、
諮問1件、意見書1件、報告1件

賛
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提案理由：産前産後期間における国民健康保険税を減額するため。

可決 議案第44号　阿久比町国民健康保険税条例の一部改正について

提案理由：阿久比町消防団の定員の改正及び消防団員の処遇改善のため。

可決 議案第46号　阿久比町消防団条例の一部改正について
定員を124人→100人に削減など

【増額の主なもの】
・修繕料（公用車）55万9,000円（経年劣化により公用車の故障多発）
・自立支援介護等給付費　3,529万4,000円（障害福祉サービス利用者の増加）
・子ども医療費　1,395万円（受診件数の増加により一人当たりの給付額が増加）
・低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金　150万円
 （対象児童数が見込みより増加）
・愛知用水管緊急修繕対策事業補助金　85万3,000円
 （公共性・緊急性の高い漏水修繕2地区分）
・宮津公民館空調機改修工事　299万1,000円（落雷による1階和室空調機の故障）
・丸山武道場LED改修工事　80万3,000円（30灯ある照明器具をLED化）
・光熱水費（給食センター電気料金）53万1,000円（電力デマンドの最大値更新）など

可決 議案第47号　令和5年度阿久比町一般会計補正予算（第7号）
8,265万円の増額

・低所得世帯に対して1世帯当たり7万円の給付金を支給するための事業費
（先に実施した住民税非課税世帯への給付金（1世帯当たり3万円）の追加給付金）

可決 議案第53号　令和5年度阿久比町一般会計補正予算（第8号）
1億2,531万8,000円の増額

第４回定例会  主な議決内容

意
見
書
案
第
３
号

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
締
結
及
び
国

際
保
健
規
則
改
正
に
係
る
情
報
開

示
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　
中
村　
　
仁 

議
員

新
美
加
寿
奈 

議
員

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
と
国
際
保

健
規
則
改
正
案
を
巡
っ
て
は
、
５

月
の
世
界
保
健
会
議
に
向
け
て
各

国
政
府
と
利
害
関
係
者
が
意
見
・

主
張
を
出
し
合
っ
て
い
る
最
中

で
、
確
定
し
た
成
文
の
な
い
段
階

だ
が
、
条
約
の
交
渉
用
テ
キ
ス
ト

に
各
国
政
府
の
主
権
の
尊
重
と
内

政
不
干
渉
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

交
渉
の
主
要
部
分
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
中
継
さ
れ
、
条
約
の
案
文
も
一

般
公
開
さ
れ
て
い
て
、
透
明
性
は

高
い
と
い
え
る
。

不
提
出

適任
諮問第1号　人権擁護委員の推薦（再任）諮問第1号　人権擁護委員の推薦（再任）

法務大臣へ推薦することにしました。
人権擁護委員は、国民の基本的人権が侵犯されないように全国の
市町村に配置されていて、皆さんからの意見や相談を受け付けています。

法務大臣へ推薦することにしました。
人権擁護委員は、国民の基本的人権が侵犯されないように全国の
市町村に配置されていて、皆さんからの意見や相談を受け付けています。

河 合 純 子  氏　（板山）
か わい こじゅん

意
見
書

意
見
書

町
民
の
声
を

内
閣
総
理
大
臣

な
ど
に
提
出

反
対
討
論
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総務
建設

文教
厚生

12
月
14
日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
、
15
日
に
文
教
厚
生
委
員
会
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

　
　
公
民
館
整
備
事
業
費

の
う
ち
８
月
26
日
の
落
雷

に
よ
り
町
立
宮
津
公
民
館

の
空
調
機
が
壊
れ
、
そ
の

工
事
費
が
２
９
９
万
１
０

０
０
円
と
あ
る
。
費
用
負

担
は
町
と
宮
津
地
区
で
２

分
の
１
ず
つ
で
あ
り
、
保

険
適
用
な
ら
全
額
保
険
が

下
り
る
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。
仮
に
保
険
が
半
額
適

用
に
な
っ
た
場
合
、
町
と

宮
津
地
区
で
半
額
の
う
ち

２
分
の
１
ず
つ
に
な
る
と

い
う
こ
と
か
。

　
　
そ
の
通
り
。

　
　
学
校
給
食
運
営
費
の

う
ち
光
熱
水
費
53
万
１
０

０
０
円
の
増
額
は
、
今
年

10
月
26
日
の
午
後
、
給
食

運
営
受
託
業
者
に
よ
り
複

数
の
熱
風
殺
菌
機
を
午
後

か
ら
夜
間
に
か
け
て
順
番

に
時
間
を
ず
ら
し
て
作
動

で
き
る
よ
う
に
設
定
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
忘
れ
翌
日
気
づ

い
た
時
点
で
複
数
の
殺
菌

機
を
同
時
に
使
用
し
た
た

め
、
２
６
８
kw
で
あ
っ
た

電
力
デ
マ
ン
ド
の
最
大
値

が
３
９
７
kw
に
更
新
さ
れ
、

契
約
電
力
が
今
後
１
年
間

続
く
こ
と
に
な
り
、
電
気

料
が
大
幅
に
増
額
さ
れ
る

問

答問

答

　
　
今
回
の
改
正
は
、
景

気
浮
揚
を
目
的
と
す
る
理

解
で
よ
い
か
。

　
　
一
般
職
の
国
家
公
務

員
の
給
与
が
改
正
に
な
り
、

特
別
職
も
改
正
さ
れ
る
の

で
、
そ
れ
に
準
じ
て
議
員

の
手
当
を
改
正
す
る
。

反
対
討
論　

世
間
は
長

年
、
平
均
給
料
が
上
が
っ

て
い
な
い
。
さ
ら
に
総
支

給
額
に
対
す
る
税
負
担
が

現
在
は
48
％
も
あ
る
。
ま

た
物
価
も
上
が
っ
て
い
る

の
で
、
期
末
手
当
を
上
げ

る
こ
と
に
は
反
対
す
る
。

反
対
討
論

議
案
第
41
号
と
同
趣
旨

　
　
別
表
の
給
料
月
額
は
、

国
家
公
務
員
の
月
額
表
を

準
用
し
た
の
か
。

　
　
国
家
公
務
員
の
俸
給

表
を
準
用
し
、
給
料
月
額

を
算
定
し
て
い
る
。

反
対
討
論

議
案
第
41
号
と
同
趣
旨

　
　
消
防
団
員
の
定
員
を

24
人
削
減
す
る
の
は
、
そ

の
業
務
遂
行
に
必
要
な
団

員
数
が
減
っ
た
と
い
う
こ

と
か
、
そ
の
減
っ
た
要
因

は
何
か
。

　
　
消
防
団
の
業
務
内
容

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
現

在
の
実
団
員
数
が
70
人
、

ま
た
分
団
が
一
つ
減
少
す

る
と
い
う
現
状
か
ら
24
人

削
減
し
て
い
る
。

　
　
愛
知
用
水
管
緊
急
修

繕
対
策
補
助
金
で
緊
急
性

の
内
容
は
ど
ん
な
こ
と
か
。

　
　
①
大
字
阿
久
比
地
内
、

町
道
４
０
６
３
号
線
。

愛
知
用
水
地
元
管
Ｖ
Ｕ

Φ
２
５
０
の
漏
水
。

②
大
字
白
沢
地
内
、
西
尾

知
多
線
。
Ｖ
Ｐ
Φ
75
の

漏
水
。

（
副
委
員
長  

鈴
村 

算
久
）

答 問

問答

問答

問

答

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

こ
と
に
な
る
と
説
明
が
あ

っ
た
。

　
こ
の
電
気
代
の
上
昇
分

の
費
用
負
担
に
つ
い
て
、

契
約
事
項
に
う
た
っ
て
い

な
い
の
は
契
約
時
に
食
い

違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と

か
。

　
　
そ
う
い
っ
た
事
故
の

場
合
に
は
、
そ
の
都
度
協

議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
今
回
協
議
の
結
果
、

損
失
を
出
し
た
差
額
分
に

つ
い
て
受
託
業
者
負
担
と

い
う
こ
と
で
約
束
を
取
り

付
け
て
い
る
。

（
副
委
員
長  

廣
瀬 　
実
）

議
案
第
41
号

阿
久
比
町
議
会
の
議
員
の

議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
42
号

阿
久
比
町
特
別
職
の
職
員
の

給
与
及
び
旅
費
並
び
に
そ
の

支
給
方
法
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
43
号

阿
久
比
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
46
号

阿
久
比
町
消
防
団
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
47
号

令
和
５
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

議
案
第
47
号

令
和
５
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
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英
比
保
育
園
内
に
あ
る

「
て
く
て
く
」
は
阿
久
比

町
で
最
初
に
療
育
を
始
め

た
施
設
で
、
現
在
親
子
ク

ラ
ス
の
ほ
し
組
が
７
名
、

単
独
ク
ラ
ス
の
に
じ
組
が

４
名
通
園
し
て
い
る
。

　

２
歳
児
か
ら
就
学
前
の

子
ど
も
が
対
象
で
、
一
人

ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
個
別

支
援
計
画
に
基
づ
い
て
療

育
を
行
っ
て
い
る
。

　
機
能
訓
練
と
し
て
作
業

療
法
士
や
言
語
聴
覚
士
の

専
門
職
員
が
指
導
し
て
い

る
。
　

発
語
よ
り
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

事
に
し
、
人
と
繋
が
り
た

い
、
関
わ
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
を
育
て
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　
ほ
し
組
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
親
子
関
係
を
し
っ
か

り
作
り
、
良
好
に
な
る
と

に
じ
組
に
移
る
。

　
初
め
は
自
分
し
か
見
え

て
い
な
い
子
ど
も
が
、
ク

ラ
ス
の
友
達
へ
の
興
味
が

広
が
り
、
困
っ
て
い
る
時

に
自
分
か
ら
発
信
す
る
力

が
つ
い
て
く
る
よ
う
に
な

り
、
人
に
頼
る
こ
と
を
知

る
。
　
ほ
ぼ
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の

指
導
で
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援
の
他
に
家
族
へ
の

支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
示

は
目
で
見
て
わ
か
る
よ
う

な
表
示
に
し
て
い
る
。
身

辺
の
自
立
・
ト
イ
レ
・
身

支
度
等
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
普
通
ク
ラ
ス
や
他

の
園
へ
の
転
出
も
あ
る
。

　
保
育
士
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
含
め
、
手
厚
い
支
援

が
で
き
て
い
る
と
感
じ
た
。

（
副
委
員
長  

廣
瀬 　
実
）

　
町
内
の
誰
も
が
、
毎
日

当
た
り
前
の
よ
う
に
使
用

し
て
い
る
上
水
道
の
、
配

水
場
を
視
察
し
た
。
配
水

場
は
、
知
多
市
佐
布
里
の

浄
水
場
で
浄
化
さ
れ
た
水

を
受
け
て
、
ポ
ン
プ
で
加

圧
し
て
町
内
に
は
り
め
ぐ

ら
さ
れ
た
配

水
管
で
、
各

家
庭
に
配
水

す
る
施
設
。

水
は
、
配
水

場
で
残
留
塩

素
の
濃
度
管

理
や
定
期
的

な
水
質
検
査

を
行
う
。
停

電
時
に
は
自

家
発
電
機
に

切
り
替
え
て

稼
働
す
る
。

　
課
題
は
、

稼
働
後
50
年
を
超
え
る
老

朽
化
管
路
や
施
設
が
あ
る

の
で
改
修
と
延
命
化
が
必

要
な
こ
と
。

　
町
民
の
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
上
水
道
は
、
そ

の
給
水
量
確
保
、
品
質
管

理
、
施
設
の
定
期
点
検
、

維
持
管
理
や
安
全
対
策
な

ど
、
町
職
員
は
じ
め
様
々

な
人
の
手
で
そ
の
運
用
が

成
り
立
ち
、
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

◇
資
料
の
参
照
元

・
現
地
視
察
時
の
取
材

・
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

・
町
水
道
事
業
経
営
戦
略

（
副
委
員
長  

鈴
村 

算
久
）

常任委員会 視察レポート

上
水
道
施
設

配
水
場
の
視
察

12
月
14
日

児
童
発
達
支
援

事
業
所

て
く
て
く
視
察

12
月
15
日

総務
建設

文教
厚生

職員から説明を受ける委員

上水道配水場の基本情報

てくてく職員から説明を受ける委員

草木配水場

総配水量 約286万㎥／年
配水管総延長 約213Km

高根配水場

東部地区
増圧ポンプ場

八ヶ谷配水場

3つの配水場から町内全域に給水

配水場名
（完成年） 場所 設備名 配水

方式
タンク
容量

施設
種別
浄水

配水

消毒施設
配水池･ポンプ
受変電・自家発電
消毒施設
配水池･ポンプ
受変電・自家発電
消毒施設
配水池

浄水

配水

浄水
配水

矢高
楪西

ポンプ
加圧式

ポンプ
加圧式

自然
流下式

2000㎥

3400㎥

1250㎥

草木
蓮池

板山
東高根

八ヶ谷
（昭和44年）

草木
（昭和51年）

高根
（平成26年）
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〈
長
野
県
茅
野
市
役
所
〉

Ａ
Ｉ
乗
合
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

【
視
察
目
的
】

　

来
る
べ
き
超
高
齢
社
会
を
見

す
え
、
町
の
公
共
交
通
網
の
在

り
方
、
対
策
を
考
え
る
参
考
と

す
る
。

Ａ
Ｉ
乗
合
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

「
の
ら
ざ
あ
」
の
特
徴

　

利
用
者
が
設
定
し

た
行
き
先
と
時
間
に

合
わ
せ
、
最
適
な
配

車
・
ル
ー
ト
設
定
を

Ａ
Ｉ
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
行
う
。

　

人
手
不
足
が
深
刻

さ
を
増
す
で
あ
ろ
う

近
未
来
は
、
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
て
の
配
車
、

ル
ー
ト
設
定
、
自
動

運
転
を
考
え
ざ
る
を

得
な
い
と
痛
感
し
た
。

〈
長
野
県
下
諏
訪
町
役
場
〉

消
防
団
入
団
促
進
の
取
組
み

【
視
察
目
的
】

　

消
防
団
員
の
入
団
促
進
に
向

け
た
取
組
み
、
考
え
方
を
学
ぶ
。

下
諏
訪
町
の
取
組
み

・
区
長
会
と
の
懇
談
は
団
長
が

座
長
と
し
て
、
各
分
団
長
が

現
状
報
告
の
上
、
意
見
交
換

を
し
て
い
る
。

・
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場
を
開
催
、

消
防
団
に
つ
い
て
「
見
て
・

聞
い
て
・
体
験
し
て
」
親
し

み
を
持
っ
て
も
ら
う
。

・
退
職
報
償
金
を
１
年
刻
み
に

　

し
て
、
退
職

者
に
恩
恵
を
受

け
て
も
ら
う
。

・
今
年
度
「
操

法
・
ラ
ッ
パ

あ
り
方
検
討

委
員
会
」
を

実
施
し
、
消

防
団
員
の
負

担
軽
減
を
考

え
て
い
く
。

（
委
員
長

  

竹
内　
卓
美
）

お
ひ
と
り
さ
ま
事
業
と
終
活
事
業

【
視
察
目
的
】

　

独
居
者
へ
の
支
援
と
自
身
の
死

後
の
相
談
支
援
の
仕
組
み
に
つ
い

て
学
ぶ
。

お
ひ
と
り
さ
ま
事
業

　

閉
じ
こ
も
り
や
社
会
的
孤
立
を

解
消
す
る
事
業
を
展
開
。

①
普
及
啓
発
の
出
前
講
座

②
相
談
窓
口
の
設
置

③
お
ひ
と
り
さ
ま
サ
ロ
ン

④
生
活
役
立
ち
ガ
イ
ド
作
成

終
活
事
業

　

独
居
の
世
帯
増
加
と
遺
産
、
無

縁
仏
等
の
心
配
が
あ
っ
た
た
め
支

援
。①

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
設
置

②
終
活
登
録
の
情
報
提
供

③
専
門
家
相
談

④
市
内
業
者
と
葬
儀
契
約

⑤
遺
品
整
理
見
積
も
り
等

　

独
居
で
も
最
後
ま
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
と
し
て
行
政
が
寄

り
添
い
住
民
福
祉
を
推
進
し
て
い

る
。

学
校
図
書
館
事
業

　
　
（
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
）

【
視
察
目
的
】

　

学
習
の
入
り
口
で
あ
る
図
書
館

が
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
影
響
を

学
ぶ
。

　

図
書
館
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の

存
在
が
大
き
い
。
子
ど
も
た
ち
が

興
味
を
持
て
る
配
慮
が
多
彩
。

①
本
に
親
し
む
時
間
の
確
保

②
授
業
計
画
に
位
置
付
け

③
図
書
館
司
書
と
の
連
携

（
委
員
長　
都
築　
清
子
）

総
務
建
設
委
員
会

10
月
19
日　
長
野
県
茅
野
市

10
月
20
日

　
長
野
県
諏
訪
郡
下
諏
訪
町

文
教
厚
生
委
員
会

10
月
４
日　
神
奈
川
県
大
和
市

10
月
５
日

　
　
文
化
創
造
拠
点
シ
リ
ウ
ス

茅野市役所にて

文
化
創
造
拠
点
シ
リ
ウ
ス

　
図
書
館
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
屋
内
こ

ど
も
広
場
を
中
心
と
し
た
文
化

複
合
施
設
。

いって
きまし

た！ 行 政 視 察
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美
里
町
は
、
基
幹
産
業
は
農
業
で
面
積

の
70
％
が
米
・
野
菜
・
果
樹
等
、
県
下
の

食
料
基
地
で
あ
り
、
柴
田
町
は
、
花
の
ま

ち
と
し
て
四
季
折
々
の
花
が
楽
し
め
、
春

の
さ
く
ら
ま
つ
り
（
一
目
千
本
桜
）
に
は
、

25
万
人
が
訪
れ
る
観
光
の
ま
ち
と
し
て
、

宮
城
県
の
中
で
も
、
特
色
の
あ
る
二
町

だ
っ
た
。

　
二
町
と
も
令
和
４
年
度
町
村
議
会
広
報

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
奨
励
賞
を
受

賞
し
て
お
り
、
今
に
至
る
改
善
の
い
き
さ

つ
に
つ
い
て
、
事
前
に
二
十
数
項
目
の
調

査
事
項
を
提
出
し
回
答
を
頂
い
た
。

①
本
会
議
の
音
声
デ
ー
タ
の
早
期
議
事
録

化
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
作
成
に
即
活

用
さ
れ
て
い
る
。

②
議
会
情
報
を
議
会
だ
よ
り
紙
面
だ
け
に

頼
ら
ず
、
Ｈ
Ｐ
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を

利
用
し
た
動
画
と
紙
面
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
結
び
、
広
報
す
る
手
段
を
使
い
分
け

て
い
る
。

③
コ
ン
テ
ン
ツ
に
お
い
て
は
、
広
聴
と
し

て
議
員
が
町
民
と
直
接
懇
談
す
る
議
会

懇
談
会
を
年
に
複
数
回
開
催
し
、
住
民

参
加
型
の
編
集
を
目
指
し
て
い
る
。

④
委
員
会
の
編
集
作
業
で
は
、
委
員
全
員

が
共
通
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
、

編
集
の
効
率
化
も
図
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
議
会
活
動
の
広
報
・
広
聴
の
重

要
性
を
再
認
識
し
て
、
委
員
全
員
で
改
善

に
取
り
組
む
。

（
委
員
長  

新
美
三
喜
雄
）

議
会
だ
よ
り

編
集
特
別
委
員
会

11
月
14
日　
宮
城
県
遠
田
郡
美
里
町

　
　
15
日　
宮
城
県
柴
田
郡
柴
田
町

　
昭
和
町
は
、
昭
和
46
年
に
町
制
が
施
行

さ
れ
、
昭
和
村
か
ら
昭
和
町
に
な
っ
た
の

ち
、
一
度
も
合
併
す
る
こ
と
な
く
、
令
和

３
年
に
町
制
施
行
50
年
を
迎
え
た
。
面
積

９
・
０
８
㎢
、
人
口
２
万
１
１
８
３
人
。

甲
府
市
に
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
幹
線
道
路

の
整
備
と
併
せ
、
国
母
工
業
団
地
と
釜
無

川
工
業
団
地
合
わ
せ
た
約
１
６
１
ha
が
整

備
さ
れ
、
ま
た
、
12
か
所
合
計
約
１
４
８

ha
に
及
ぶ
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
市

街
地
整
備
が
進
み
、
山
梨
県
内
で
も
有
数

の
人
口
増
加
率
が
高
く
、
基
盤
整
備
の

整
っ
た
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
周

辺
で
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
山
梨
県
駅

の
設
置
が
予
定
さ
れ
、
静
岡
県
と
長
野
県

を
結
ぶ
中
部
横
断
道
や
新
山
梨
環
状
道
路

整
備
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
広
域

的
な
交
通
条
件
の
向
上
に
よ
り
、
更
な
る

発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
町
議
会
は
「
政
策
づ
く
り
と
監
視

機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
る
議
会
」
と

し
て
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
を
受

け
て
い
る
。
研
修
で
は
、
そ
の
取
り
組
み

内
容
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

・
山
梨
学
院
大
学
と
の
提
携
協
定
の
締
結

・
議
会
基
本
条
例
の
制
定

・
議
会
災
害
対
策
本
部
設
置
要
綱
の
制
定

・
町
民
参
加
型
政
策
提
案
学
習
会
の
開
催

・
昭
和
町
議
会
業
務
継
続
計
画
の
策
定

・
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導
入

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
東
京
都
か
ら

大
阪
市
に
至
る
４
３
８
㎞
の
新
幹
線
の
整

備
計
画
路
線
。
品
川
〜
名
古
屋
の
区
間
に

つ
い
て
令
和
９
年
以
降
の
先
行
開
業
を
目

指
し
て
平
成
26
年
度
に
着
工
さ
れ
て
い
る
。

最
高
設
計
速
度
は
時
速
５
０
５
㎞
で
、
品

川
〜
名
古
屋
間
を
最
速
で
40
分
で
結
ぶ
予

定
。

議
会
運
営
委
員
会

11
月
６
日　
山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町

　
　
７
日　
県
立
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー

（
委
員
長  

瀧
塚　
政
明
）

昭和町議場にて

柴田町議場にて

09 Agui Parliamentary news



ぐーさん

ぐーさん

あーさん
ぐーさんの

質問コーナー

あーさん

ぐーさん

あーさん

あーさん

ぐーさん

ぐーさん

ぐーさん

あーさん

あーさん

あーさん

あーさん

火災の増える季節がやってきたけど、阿久比町の消防団の条例が変わるってほんと？

名称だけで、どの地区の消防団か分かりやすくなったね。

体もお財布も、あったかくなっていいね。

うん、今までは第１分団から第５分団で構成されていたのが、小
学校区の名称で「東部分団」「英比分団」「草木分団」「南部分
団」の４分団制に再編成されるんだって。

条例でいえば、国民健康保険税条例も改正されるのかな？

※１ 減額期間：多胎妊娠の場合は、出産３ヶ月前から産後翌々月まで

※２ 遡及適用：過去にさかのぼって適用すること

そうだね、産前産後の妊産婦さんの国民健康保険税が、出産の前
月から産後の翌々月まで、減額になるよ。※１

まだまだ寒い日が続くけど、夏の落雷で壊れちゃった宮津公民館の空調はどうなっているのかな。

それそれ、空調機改修工事も今議会の補正予算にあったよ。公民館
といえば、中央公民館の一階には、旧教育長室というのがあって
ね、そこと事務室の間の壁を取り払ってリフォームするんだって。
あと、議会最終日には、住民税非課税世帯に一世帯あたり７万円が
支給される給付事業の補正予算も全会一致で可決されたよ。

今回は、条例がたくさん改正されているんだ。

国家公務員の給与改定に合わせて、阿久比町でも議員、特別職
員、町職員の期末手当等も改正されたよ。他にも、町手数料条例
が改正されて、本籍地以外で戸籍謄本を取得できたり、オンライ
ンで手続きが可能になったりするよ。詳しく知りたいと思った
ら、身近な議員に聞いてみてね。

もともと実団員数が０人だった第４分団の詰所が、本部の詰所に
なるんだ。主に女性消防団員などが利用するよ。

妊婦さんが自分で申請に行かなければならないのかな。

いつ妊娠したのかを把握することは難しいので、自己申告制だけ
ど、出産育児一時金の支払い手続きの時に申告のない人がわかる
ので、一緒にお知らせしてくれるよ。いろんな事情で妊娠中に行
けなかった場合は、遡及適用もしてくれるので安心してね。※２

　このコーナーは、皆様に「議会だよりを気
軽に、わかりやすく読んでいただきたい」と
いう願いから生まれたコーナーです。
　議会で決まった内容から困った時のお役立
ち情報も掲載するので是非ご覧下さい。
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今議会では、12月８日㈮・11日㈪に、７名の議員が一般質問を行いました。
一般質問は、町政全般にわたって、執行機関（町側）に疑問点をただすものです。
事前に議長に通告した内容を、受付順に本会議場で質問します。
持ち時間は町側の答弁を含め１人60分です。
次のページから、本会議場での質疑の概要を１人１ページで、掲載しています。

ここが
聞きたい

にい み み き お

新美三喜雄

すずむら

鈴村　
かずひさ

算久

にい み か ず な

新美加寿奈

こやなぎ 　 　 　

小柳みゆき

ページ 議員名 質問項目

15

16

17

18

１．豊かな自然と景観を活かすま
ちづくり

１．休眠施設の有効利用
２．白沢ホタルの里と竹灯籠の今
後　

１．デジタル技術を利活用した住
民サービス向上

たけうち

竹内　
たく み

卓美

つづき

都築　
きよ こ

清子

なかむら

中村　　
ひとし

仁

ページ 議員名 質問項目

12

13

14

１．音声コード導入で情報を得や
すく　

２．パートナーシップ・ファミリ
ーシップ制度

３．会計年度任用職員の待遇

１．地域防災力としての消防団の
在り方と町の責務 １．本町の未来

１．有機農業（減農薬農業）の推
進について

２．農業の安全性について

今回の傍聴人数 延べ 42人

町政を問う
一般質問

答弁者

各議員が質問した記事に関連するSDGsの
目標アイコンが掲載されています。

…町長　　　　…副町長　 　…総務部長　　 …民生部長　　 …建設経済部長　　 …教育部長
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全
国
的
に
消
防
団
員
不
足

が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
が
、

阿
久
比
町
も
例
外
で
は
な
く
、

令
和
５
年
４
月
１
日
に
は
第

４
分
団
の
団
員
が
０
人
と
な

り
、
分
団
と
し
て
の
活
動
が

で
き
な
く
な
っ
た
。

　
消
防
団
の
分
団
再
編
も
含

め
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
地
域
防
災
力
と
し
て
の

消
防
団
の
在
り
方
と
町
の
責

務
に
つ
い
て
考
え
、
災
害
時
、

消
防
団
が
有
効
に
活
動
で
き
、

阿
久
比
町
の
減
災
に
貢
献
で

き
る
体
制
作
り
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　
　
消
防
団
は
地
域
防
災
力

の
中
核
と
さ
れ
て
い
る
。
本

町
の
考
え
る
地
域
防
災
力
の

中
核
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
地
域
の
実
情
を
熟
知

し
、
専
門
的
な
知
識
・
技
能

を
有
す
る
消
防
団
は
、
地
域

の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
も
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
地

域
防
災
力
の
中
核
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　
団
員
確
保
に
向
け
阿
久

比
町
が
行
っ
て
き
た
取
組
み

内
容
と
評
価
。

　
　
　
広
報
あ
ぐ
い
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
で
団
員
募
集
の
広
報
活
動

を
実
施
し
て
い
る
が
、
団
員

数
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。

　
　
消
防
団
の
条
例
定
数
の

考
え
方
。

　
　
　
火
災
鎮
圧
・
予
防
な

ど
の
業
務
の
遂
行
に
必
要
な

団
員
数
で
、
現
状
の
団
員
数

の
状
況
を
踏
ま
え
、
一
定
の

増
員
が
で
き
る
定
員
と
し
て

い
る
。

　
　
現
役
消
防
団
員
の
消
防

団
離
れ
を
防
ぐ
た
め
、
行
事

等
ど
ん
な
見
直
し
を
考
え
、

い
つ
頃
結
論
を
出
す
の
か
。

　
　
　
式
典
等
の
統
合
、
簡

素
化
な
ど
消
防
団
と
協
議
し

な
が
ら
見
直
し
て
い
く
。

　
令
和
６
年
２
月
に
、
来
年

度
に
実
施
す
る
行
事
を
決
定

す
る
。

　
　
機
能
別
消
防
団
員
・
分

団
と
は
ど
ん
な
制
度
で
、
本

町
に
は
何
人
の
団
員
が
い
る

の
か
。

　
　
　
特
定
の
活
動
、
役
割

の
み
に
参
加
す
る
消
防
団
員

の
こ
と
で
、
本
町
に
は
11
人

い
る
。

　
　
現
役
消
防
団
員
の
退
団

理
由
に
、
就
職
、
結
婚
等
で

阿
久
比
町
を
離
れ
、
団
員
資

格
を
失
う
場
合
も
あ
る
。

　
新
入
団
員
確
保
が
難
し
い

中
、
隣
接
市
町
・
参
集
時
間

等
を
考
慮
し
て
、
例
外
規
定

を
設
け
団
員
活
動
を
継
続
し

て
も
ら
う
こ
と
は
ど
う
考
え

る
か
。

　
　
　
団
員
資
格
は
条
例
で

定
め
て
い
る
。
国
の
考
え
方

や
近
接
の
範
囲
の
線
引
き
の

難
し
さ
か
ら
、
例
外
規
定
を

設
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
国

の
動
向
や
方
針
を
注
視
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
消
防
団
員
の
休
団
制
度

活
用
が
通
知
さ
れ
て
い
る
。

　
多
様
な
団
員
を
確
保
す
る

意
味
で
も
休
団
制
度
は
必
要

と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
　
家
庭
の
都
合
等
に
よ

る
退
団
や
再
入
団
は
認
め
て

い
る
。
休
団
制
度
の
導
入
は

団
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

　
　
外
国
籍
の
方
の
消
防
団

入
団
は
課
題
も
多
い
。
最
大

の
課
題
は
、
公
権
力
の
行
使
。

　
消
防
団
員
の
行
使
す
る
公

権
力
を
説
明
し
、
外
国
の
方

の
入
団
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
　
消
防
団
員
が
公
権
力

を
行
使
す
る
活
動
は
、

・
消
火
活
動

・
延
焼
防
止
の
た
め
の
家
屋

の
破
壊

・
消
防
車
両
の
運
転
な
ど

　
公
権
力
を
行
使
し
な
い
活

動
を
前
提
に
、
他
の
入
団
条

件
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

問

問

問

地域防災力としての消防団の在り方と町の責務
団員の負担軽減を図りながら団員確保に努める

答

答答問

問

問

問 答

答

答

答問答

竹内　卓美 議員
（新進会）

たけうち たく み

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを 12



　
来
年
度
か
ら
法
の
改
正
で

収
入
に
つ
い
て
会
計
年
度
任

用
職
員
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
の

待
遇
の
現
状
。

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

人
数
と
、
そ
の
う
ち
共
済
組

合
員
（
一
般
企
業
＝「
社
会

保
険
加
入
者
」）
の
人
数
。

　
　
　
令
和
５
年
12
月
１
日

現
在
は
２
２
１
人
。
そ
の
う

ち
共
済
組
合
員
１
１
７
人
。

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
と

は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
か
。

　
　
　
常
勤
職
員
だ
け
で
は

困
難
な
行
政
需
要
の
多
様
化

等
に
対
応
し
、
適
正
な
運
営

を
推
進
す
る
た
め
の
一
翼
を

担
い
町
民
の
た
め
に
、
勤
務

す
る
同
じ
地
方
公
務
員
。
法

令
等
の
範
囲
内
で
会
計
年
度

任
用
職
員
に
有
利
で
適
正
な

任
用
・
処
遇
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
る
。

　
　
必
要
な
情
報
の
伝
達
方

法
。
　
　
　
所
属
課
か
ら
確
実
に

伝
え
る
必
要
が
あ
り
、
必
要

な
情
報
の
伝
達
が
さ
れ
な
い

こ
と
が
無
い
よ
う
所
属
課
に

働
き
か
け
る
。

　
　
令
和
６
年
度
の
処
遇
改

善
内
容
に
つ
い
て
、
い
つ
ど

の
よ
う
に
周
知
さ
れ
た
か
。

　
　
　
９
月
・
10
月
・
11
月

に
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の
全
庁

掲
示
板
、
10
月
31
日
に
部
課

長
会
で
通
知
し
、
所
属
課
に

周
知
を
依
頼
し
て
い
る
。

　
注※

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

に
配
慮
さ
れ
た
印
刷
物
は
視

覚
障
が
い
の
人
だ
け
な
く
、

高
齢
者
や
外
国
人
に
も
配
慮

さ
れ
利
用
し
や
す
い
も
の
に

な
る
。

　
音
声
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
読
み
取
り
、

記
録
さ
れ
た
情
報
を
音
声
で

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
の

項
目
に
つ
い
て
音
声
コ
ー
ド

記
載
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
定
期
健
診
案
内
等
。

　
　
　
　
　
情
報
量
が
多
い

た
め
、
現
状
で
は
音
声
コ
ー

ド
化
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

と
考
え
ら
れ
、
情
報
量
の
整

理
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
水
道
使
用
料
金
等
の
お

知
ら
せ
検
針
票
。

　
「
性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

多
様
性
に
関
す
る
国
民
の
理

解
の
増
進
に
関
す
る
法
律
」

は
多
様
性
に
寛
容
な
社
会
の

実
現
に
資
す
る
事
を
目
的
と

し
て
い
る
。
多
様
性
を
認
め
、

差
別
や
偏
見
の
な
い
町
づ
く

り
の
た
め
本
町
の
見
解
。

　
　
制
度
導
入
へ
の
取
り
組

み
状
況
。

　
　
　
　
　
名
古
屋
市
の
呼

び
掛
け
に
よ
る
「
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ

ッ
プ
制
度
愛
知
県
内
自
治
体

間
連
携
連
絡
協
議
会
」
に
参

加
し
、
情
報
収
集
に
努
め
て

い
る
。

　
　
県
は
来
年
度
か
ら
制
度

の
運
用
を
予
定
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
把
握
し
取
り
組

む
か
。

　
　
　
　
「
人
権
施
策
に
関

す
る
基
本
計
画
」
の
中
に
フ

ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
盛

り
込
む
と
の
こ
と
で
あ
る
。

内
容
を
参
考
に
町
の
制
度
を

構
築
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
く
。

問問

問

音声コード導入で情報を得やすく
検討・調査研究していく

答答

答問答

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度

県
の
計
画
を
参
考
に
制
度
構
築

都築　清子 議員
（公明党）

つづき きよ こ

会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇

確
実
に
必
要
な
情
報
を
伝
達

　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
改
修

が
必
要
と
な
る
。
更
新
に
あ

わ
せ
て
、
費
用
対
効
果
も
含

め
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
今

後
、
調
査
研
究
す
る
。

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
。

　
　
　
　
　
地
図
情
報
を
音

声
で
伝
え
る
こ
と
が
難
し
く
、

情
報
量
も
多
い
た
め
今
後
、

調
査
研
究
す
る
。

問問

問

答

問問 答

答

答

答

ジェンダー平等を達成し、全ての女性及び女児の能力
強化を行う

ジェンダー平等を実現しよう
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の安全かつ
生産的な雇用と働きがいのある人間らしいこ雇用を促進する

働きがいも経済成長も
各国内及び各国間の不平等を是正する
人や国の不平等をなくそう

誰
も
が
平
等
に
利
用
し

や
す
い
状
態
を
指
す
。

注※
 

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

⬆音声コードの場所が分かる
　「切り欠き」

音声コード
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れ
ん
げ
農
法
で
作
ら
れ

る
、
無
化
学
肥
料
、
農
薬
５

割
減
の
特
別
栽
培
米
「
れ
ん

げ
ち
ゃ
ん
」
及
び
除
草
剤
を

含
め
農
薬
を
使
用
し
な
い

「
れ
ん
げ
ち
ゃ
ん
黒
」
の
阿

久
比
町
に
お
け
る
生
産
農
家

数
、
作
付
面
積
は
。

　
　
　
令
和
４
年
度
の
れ
ん

げ
ち
ゃ
ん
の
生
産
農
家
数
は

12
事
業
者
で
、
作
付
面
積
は

57
・
９
ha
で
あ
る
。
除
草
剤

を
含
め
農
薬
を
使
用
し
な
い

れ
ん
げ
ち
ゃ
ん
黒
の
生
産
農

家
は
２
事
業
者
で
、
作
付
面

積
は
２
・
３
ha
で
あ
る
。

　
　
令
和
３
年
度
の
農
水
省

の
調
査
に
よ
る
と
、
学
校
給

食
で
の
有
機
食
品
利
用
は
全

国
で
１
３
７
市
町
村
に
及
ぶ
。

阿
久
比
町
の
給
食
の
米
飯
に
、

阿
久
比
町
内
で
収
穫
さ
れ
た

「
れ
ん
げ
ち
ゃ
ん
」
を
始
め

と
す
る
特
別
栽
培
米
を
使
用

で
き
な
い
か
。

　
　
　
給
食
の
米
飯
は
、
県

学
校
給
食
会
を
通
じ
、
安
全

安
心
な
お
米
を
提
供
し
て
い

る
。
県
学
校
給
食
会
へ
の
働

き
か
け
は
可
能
だ
が
、
採
用

は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
子

ど
も
た
ち
が
地
産
地
消
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
た
め
、
新
米
の
時
期

な
ど
に
町
内
で
収
穫
さ
れ
た

特
別
栽
培
米
の
提
供
を
検
討

す
る
。

　
　
農
水
省
で
は
、
有
機
農

業
面
積
の
拡
大
に
向
け
、
地

域
ぐ
る
み
で
有
機
農
業
の
生

産
か
ら
消
費
ま
で
一
貫
し
て

取
り
組
む
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
実
施
地
区
を
２
０
３

０
年
ま
で
に
２
０
０
市
町
村

創
出
を
目
標
に
産
地
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
。
現
在
91

市
町
村
、
県
内
で
は
東
郷
町
、

南
知
多
町
、
岡
崎
市
が
参
加

し
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
推
進
総
合
対
策
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
。
阿

久
比
町
の
参
加
に
つ
い
て
。

　
　
　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ

ッ
ジ
実
施
地
区
へ
の
参
加
は
、

地
域
計
画
の
策
定
の
場
な
ど
、

地
域
農
業
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
す
る
。
本
町
は
、

環
境
保
全
型
農
業
に
取
り
組

む
農
業
者
グ
ル
ー
プ
を
支
援

し
て
い
る
。
そ
の
取
組
を
周

知
し
、
取
組
者
の
増
加
を
図

る
中
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ

ッ
ジ
実
施
地
区
へ
の
参
加
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
農
水
省
で
は
、「
有
機
農

業
と
地
域
振
興
を
考
え
る
自

治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
立

ち
上
げ
、現
在
89
市
町
村
と

22
県
４
団
体
が
参
加
し
て
い

る
。県
内
で
は
大
府
市
、南

知
多
町
、美
浜
町
、武
豊
町

を
は
じ
め
、７
市
町
が
参
加

し
て
い
る
。阿
久
比
町
の
参

加
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
へ
の
加
入
は
有
益
で
あ
る

た
め
、
参
加
を
検
討
す
る
。

　
　
秋
田
県
で
は
カ
ド
ミ
ウ

ム
対
策
と
し
て
、「
あ
き
た

こ
ま
ち
」
か
ら
、
カ
ド
ミ
ウ

ム
を
ほ
と
ん
ど
吸
収
せ
ず
栄

養
素
の
マ
ン
ガ
ン
も
吸
収
し

な
い
「
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
」

へ
全
量
転
換
す
る
。
個
人
的

に
は
今
後
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
も

低
カ
ド
ミ
ウ
ム
米
の
導
入
が

考
え
ら
れ
る
が
、
特
別
栽
培

米
の
商
品
価
値
は
棄
損
さ
れ

な
い
か
。

　
　
　
放
射
線
育
種
米
に
切

り
替
わ
っ
た
と
き
に
、「
れ

ん
げ
ち
ゃ
ん
」
を
始
め
と
す

る
特
別
栽
培
米
の
商
品
価
値

へ
の
影
響
は
、
分
か
ら
な
い
。

県
で
は
夏
の
高
温
条
件
下
で

も
安
定
し
高
品
質
な
米
が
生

産
で
き
る
水
稲
新
品
種
「
愛

知
１
３
５
号
」
を
奨
励
品
種

と
し
て
採
用
し
、
普
及
推
進

に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
記

録
的
な
猛
暑
が
予
想
さ
れ
る

中
、
本
町
も
そ
の
普
及
に
努

め
る
。

　
　
我
が
国
の
化
学
肥
料
の

原
料
で
あ
る
リ
ン
酸
ア
ン
モ

ニ
ウ
ム
は
ほ
ぼ
輸
入
で
76
％

は
中
国
か
ら
の
輸
入
で
あ
る
。

ま
た
昨
今
、
肥
料
原
料
の
価

格
は
国
際
価
格
が
高
騰
し
て

い
る
。
下
水
汚
泥
が
リ
ン
や

窒
素
等
の
資
源
を
含
有
し
て

い
る
の
で
、
国
交
省
と
農
水

省
は
下
水
汚
泥
の
肥
料
利
用

を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
阿
久
比
町
と
し
て
、
動

向
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
下
水
汚
泥
中
の
重
金
属

や
有
機
フ
ッ
化
物
へ
の
懸
念

は
無
い
か
。

　
　
　
国
の
下
水
汚
泥
の
肥

料
利
用
の
促
進
の
動
き
は
把

握
し
て
い
る
が
、
本
町
は
、

衣
浦
西
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
下
水
処
理
を
行
い
、
下

水
汚
泥
は
焼
却
処
分
し
セ
メ

ン
ト
の
原
料
に
し
て
い
る
た

め
、
肥
料
原
料
に
利
用
し
て

い
な
い
。
肥
料
価
格
は
高
止

ま
り
が
続
い
て
い
る
が
、
堆

肥
等
の
国
内
資
源
の
有
効
活

用
を
進
め
、
国
際
価
格
の
変

動
の
影
響
を
受
け
づ
ら
い
生

産
体
制
の
確
立
に
努
め
る
。

問問

有機農業（減農薬農業）の推進について
自治体ネットワークへの参加を検討する

答

問

問

問 答

答

答

問答

答

中村　仁 議員
（参政党）

なかむら ひとし

農
業
の
安
全
性

堆
肥
等
の
有
効
活
用
を

　
　

  

進
め
る

飢餓を終わらせ、食糧安全保障及び栄養改善を実現
し、持続可能な農業を推進する
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千
葉
大
学
大
学
院
教
授　

倉
阪
秀
史
氏
ら
の
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
物
と
し
て

「
未
来
カ
ル
テ
」
に
出
会
っ

た
。
　
「
未
来
カ
ル
テ
」
は
、
国

勢
調
査
や
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
人
口
予

測
な
ど
の
各
種
統
計
デ
ー
タ

を
用
い
て
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
に
対
し
何
も
対
策
せ
ず
、

現
在
の
傾
向
が
継
続
し
た
場

合
の
、
産
業
構
造
、
保
育
、

教
育
、
医
療
、
介
護
の
状
況
、

公
共
施
設
・
道
路
、
農
地
な

ど
の
維
持
管
理
可
能
性
、
住

宅
の
供
給
可
能
性
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
自
給

可
能
性
な
ど
の
分
野
に
つ
い

て
、
将
来
の
状
況
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
ト
し
、
数
値
で
視
覚
化

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

自
治
体
の
政
策
・
総
合
計
画

の
検
討
に
活
用
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
自
治
体
職
員
、
地
域

住
民
の
勉
強
会
な
ど
将
来
の

課
題
に
気
づ
く
た
め
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
こ
こ

か
ら
あ
ぶ
り
出
さ
れ
る
課
題

解
決
が
、
ま
ち
の
総
合
計
画

と
整
合
性
が
取
れ
て
い
る
事

が
重
要
だ
と
感
じ
る
。

　
　
農
業
就
業
者
が
２
０
５

０
年
に
は
半
減
が
予
測
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
農

地
を
守
り
、
み
ど
り
を
守
る

に
は
、
具
体
的
に
何
を
進
め

て
い
く
べ
き
か
。

　
　
　
　
　
モ
デ
ル
地
区
を

新
た
に
設
け
、
こ
れ
ま
で
の

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
現
況
地

図
等
を
基
に
、
農
業
者
ご
と

の
集
約
化
を
図
り
な
が
ら
地

域
の
課
題
や
実
情
を
踏
ま
え

た
地
域
計
画
の
作
成
に
努
め

る
。
ま
た
環
境
保
全
型
農
業

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

有
機
農
業
へ
の
取
組
も
検
討

す
る
。

　
　
令
和
元
年
９
月
に
実
施

し
た
住
民
意
識
調
査
に
て
、

満
足
度
が
低
く
重
要
度
の
高

い
「
道
路
・
交
通
網
」
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を

進
め
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
第
６
次
総
合
計

画
の
方
針
に
沿
っ
て
、
事
業

の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、
名

古
屋
三
河
道
路
は
、
推
進
協

議
会
に
お
い
て
国
へ
要
望
し

て
い
る
。
都
市
計
画
道
路
名

古
屋
半
田
線
は
、
県
が
用
地

交
渉
を
し
て
お
り
、
本
町
も
、

高
根
台
か
ら
白
沢
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
を
検
討
し
て
い
る
。

都
市
計
画
道
路
矢
高
横
川
線

は
、
宮
津
か
ら
半
田
市
の
間

で
、
道
路
線
形
を
変
更
す
る

知
多
都
市
計
画
道
路
の
変
更

案
の
縦
覧
を
行
っ
た
。
都
市

計
画
道
路
環
状
線
は
、
早
期

に
実
現
で
き
る
方
法
を
検
討

す
る
た
め
、
県
、
半
田
市
と

勉
強
会
を
開
催
し
、
県
が
現

実
的
と
考
え
る
案
を
含
め
協

議
を
し
て
い
る
。
狭
あ
い
道

路
の
整
備
は
、
こ
れ
ま
で
に

約
４
㎞
解
消
し
た
。
主
要
幹

線
道
路
は
、
道
路
舗
装
修
繕

計
画
を
更
新
し
、
計
画
的
に

補
修
す
る
。

　
　
同
様
に
、
満
足
度
の
低

い
施
策
と
し
て
「
商
業
」
が

あ
り
、
駅
前
開
発
の
商
業
施

設
も
そ
の
一
環
と
み
る
が
進

捗
は
。

　
　
　
　
　
阿
久
比
駅
周
辺

の
整
備
は
、
県
都
市
計
画
課

市
町
村
ま
ち
づ
く
り
支
援
窓

口
の
指
導
を
受
け
、
課
題
の

整
理
を
行
っ
て
い
る
。
阿
久

比
駅
へ
の
渋
滞
対
策
と
し
て
、

県
の
阿
久
比
川
改
修
事
業
に

合
わ
せ
て
、
駅
東
側
に
ア
ク

セ
ス
す
る
道
路
を
検
討
し
て

い
る
。

　
　
空
き
家
の
発
生
が
予
測

さ
れ
る
が
、
解
決
策
で
あ
る

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
進
展

は
。
　
　
　
　
　
愛
知
県
司
法
書

士
会
、
愛
知
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
、
愛
知
建
築
士
会
、

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
４
団
体
と
協
定
を
締
結
し
、

空
き
家
バ
ン
ク
を
開
設
し
た
。

空
き
家
バ
ン
ク
は
、
相
談
し

た
い
方
が
、
空
き
家
総
合
相

談
窓
口
や
空
き
家
マ
イ
ス
タ

ー
に
直
接
相
談
し
て
、
登
録

さ
れ
る
。

　
本
町
の
登
録
物
件
は
今
の

と
こ
ろ
少
な
い
。

　
　
町
財
源
不
足
が
予
測
さ

れ
る
が
、
法
人
誘
致
の
進
捗

は
。
　
　
　
　
　
県
の
指
導
、
助

言
を
受
け
、
企
業
用
地
調
査

を
進
め
て
お
り
、
現
在
、
民

間
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
都
市

計
画
基
礎
調
査
等
を
活
用
し

た
分
析
を
行
い
、
本
町
の
企

業
立
地
の
方
向
性
を
検
討
し

て
い
る
。
様
々
な
公
開
デ
ー

タ
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
開

発
適
地
を
見
え
る
化
し
、
開

発
手
法
等
、
次
年
度
以
降
の

取
組
を
検
討
す
る
。

問

問

本町の未来はどうなる！
課題解決し計画的に取り組む

答

答

問答問答

問答

新美 三喜雄 議員
（新済会）

にい み み き お

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを

未来の人口動向

阿久比町

2020年

総人口
０～14歳
15～64歳
65歳以上
75歳以上

28,167人
17.1％
56.2％
27.5％
14.7％

28,259人
14.6％
53.7％
31.7％
17.5％

100.3％
85.8％
95.8％
115.5％
119.7％

92.6％
79.6％
81.2％
123.3％
132.8％

83.6％
71.1％
71.9％
109.1％
121.4％

2050年 2050年
／2020年

2050年
／2020年

2050年
／2020年

愛知県 全国
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行
政
に
要
求
さ
れ
る
こ
と

と
し
て
、
住
民
が
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
お
く
る
た
め

に
持
続
可
能
な
形
の
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

あ
る
。
阿
久
比
町
と
し
て
行

政
の
働
き
方
改
革
と
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
す

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
活
用

を
、
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て

い
く
の
か
。

　
　
「
阿
久
比
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
計
画
」
は
令
和
５
年
度
が

最
終
年
度
で
あ
る
。
こ
の
３

年
間
の
成
果
と
課
題
は
。

　
　
　
　
　
主
な
成
果
は
新

型
コ
ロ
ナ
関
連
緊
急
経
済
対

策
の
特
別
定
額
給
付
金
業
務

に
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
Ａ
Ｉ

－

Ｏ
Ｃ
Ｒ

を
活
用
し
、
迅
速
な
給
付
と

業
務
時
間
を
短
縮
し
た
こ
と

な
ど
。
課
題
は
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
育
成
・
確
保
。

　
　
「
阿
久
比
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
計
画
」
の
次
に
続
く
計
画

は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
国
の
自
治
体
Ｄ

Ｘ
推
進
計
画
に
従
い
、「
阿

久
比
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
（
仮

称
）」
を
策
定
予
定
。

　
　
最
近
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ

せ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
、

人
工
知
能
の
「
生
成
Ａ
Ｉ
」

が
あ
る
。
全
て
の
業
務
や
サ

ー
ビ
ス
が
人
工
知
能
に
置
き

換
え
ら
れ
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
し
か
し
、
適
材
適
所

の
意
味
で
人
工
知
能
の
得
意

分
野
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の

利
活
用
分
野
は
何
が
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
愛
知
県
の
「
生

成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
と
、

ア
イ
デ
ア
の
創
出
や
マ
ク
ロ

の
コ
ー
ド
作
成
、
文
章
作
成

の
補
助
な
ど
。

　
　
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
の
利
活

用
分
野
の
う
ち
で
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
の
働

き
方
改
革
に
つ
な
が
る
施
策

は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ

る
ア
イ
デ
ア
創
出
の
ほ
か
、

マ
ク
ロ
の
コ
ー
ド
作
成
や
文

章
作
成
の
補
助
は
職
員
の
業

務
量
を
減
ら
す
働
き
方
改
革

に
活
用
で
き
る
。
業
務
効
率

化
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
職

員
の
時
間
は
住
民
と
接
す
る

仕
事
に
充
て
る
こ
と
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ

る
。

　
　
行
政
内
部
の
Ｄ
Ｘ
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
内
で
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
進
め
て

い
る
と
思
う
。
そ
の
活
動
の

中
に
「
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
検
討

チ
ー
ム
」
を
設
置
し
た
ら
ど

う
か
。
ま
た
そ
の
チ
ー
ム
の

活
動
は
行
政
内
の
改
善
ニ
ー

ズ
が
高
く
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

も
効
果
が
大
き
く
、
か
つ

「
生
成
Ａ
Ｉ
」
が
得
意
と
す

る
範
囲
か
ら
限
定
し
て
着
手

し
て
い
く
方
法
も
あ
る
と
思

う
が
、
こ
の
考
え
方
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

検
討
チ
ー
ム
の
設
置
な
ど
前

向
き
に
検
討
す
る
。

問

デジタル技術を利活用した住民サービス向上
生成AI活用検討チームの設置などを検討する

答問

問

問

問 答

答答

答

ＡＩチャットボットに入力した
「住民票」の質問と答え

生成ＡＩの活用例
ＡＩチャットボット

アグナビの
メニュー画面

鈴村　算久 議員
（新風会）

すずむら かずひさ

エーアイ

ＡＩ・・・・・・・・・・・・・・人工知能
アールピーエー

ＲＰＡ・・・・・・・・・・・パソコン上で行う繰返し
操作をデジタルロボット
が自動化する技術

エーアイ　オーシーアール

ＡＩ－ＯＣＲ・・・ＡＩを利用して紙の書類
をデジタルデータ化する
技術

アイシーティー

ＩＣＴ・・・・・・・・・・情報通信機器を用いるコ
ミュニケーションを実現
する技術

ディーエックス

ＤＸ・・・・・・・・・・デジタル技術を活用して
ビジネスモデルそのもの
を変革するデジタルトラ
ンスフォーメーションの
略称

せいせいエーアイ

生成ＡＩ・・・データのパターンや関係
を学習し、新しい文章・
音声・画像・動画などを
生成できる人工知能

強靭なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化
の促進及びイノベーションの推進を図る

産業と技術革新の基盤をつくろう 16



　
第
６
次
阿
久
比
町
総
合
計

画
に
は
「
輝
く
子
ど
も
た
ち

を
み
ど
り
が
包
む
ま
ち
・
あ

ぐ
い
」
と
い
う
、
ま
ち
の
将

来
像
が
大
き
く
う
た
っ
て
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
特
性
と
し
て

「
広
が
る
空
と
み
ど
り
豊
か

な
自
然
に
包
ま
れ
た
住
環
境

を
有
す
る
ま
ち
」
と
も
あ
る
。

　
一
方
で
、
土
地
利
用
構
想

図
の
農
業
系
ゾ
ー
ン
、
自
然

環
境
系
ゾ
ー
ン
、
時
に
は
住

居
系
ゾ
ー
ン
に
も
散
見
さ
れ

る
「
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設

備
」
に
対
す
る
疑
問
や
不
安

の
声
が
住
民
か
ら
あ
が
っ
て

い
る
現
実
が
あ
る
。

　
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
、
普
及
は
大
切
だ
が
、
不

適
切
な
開
発
計
画
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
全
国
で
も

多
数
発
生
し
て
お
り
、
太
陽

光
発
電
設
備
の
設
置
場
所
、

規
模
、
事
業
者
な
ど
条
件
に

よ
っ
て
は
今
後
、
町
の
負
の

財
産
と
な
り
う
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　
町
内
の
産
業
用
太
陽
光

発
電
設
備
施
設
の
推
移
は
。

①
施
設
数
。

②
面
積
。

　
①
令
和
４
年
度
末
３
９
６
件
、

令
和
５
年
11
月
20
日
現
在

４
０
４
件
。

②
野
立
て
太
陽
光
発
電
設
備

は
72
件
で
、
１
５
４
，３

８
０
㎡
。
令
和
３
年
度
末

は
１
２
９
，４
９
２
㎡
、

令
和
４
年
度
末
は
１
３

８
，０
１
１
㎡
。

　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
、

指
針
や
方
向
性
を
示
し
た
手

引
き
で
あ
り
、
推
奨
す
る
行

動
規
範
で
あ
る
。
本
町
に
と

っ
て
適
正
な
開
発
を
見
極
め

る
た
め
に
も
「
阿
久
比
町
太

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
「
地
域
脱
炭
素
化
促

進
事
業
の
促
進
区
域
の
設
定

に
関
す
る
愛
知
県
基
準
」
が

示
さ
れ
、
促
進
地
域
に
設
定

す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
区

域
に
「
砂
防
指
定
地
」
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
る
。
町
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
以
外
の
遵
守
す
べ

き
関
係
法
令
で
違
反
事
例
の

責
任
を
問
う
こ
と
は
可
能
と

考
え
て
お
り
、
現
時
点
で
条

例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
総
合
計
画
の
基
本
目
標

で
は
「
農
業
」
の
基
本
方
針

と
し
て
「
若
い
世
代
の
農
業

の
担
い
手
を
育
成
及
び
確
保

を
図
り
、
耕
作
放
棄
地
の
対

策
を
す
す
め
る
」
と
あ
る
が
、

現
段
階
で
の
取
り
組
み
と
成

果
は
。

　
　
　
本
町
で
は
、
関
係
者

で
構
成
す
る
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
が
新
規
就
農
者
と
面
談
し
、

技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
ほ
か
地
域
農
業
者
と
の
交

流
に
努
め
て
い
る
。
本
町
は
、

畑
作
農
業
の
適
地
が
少
な
い

た
め
、
自
営
・
独
立
就
農
者

が
少
な
い
が
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
就
農
者
の
支
援
に

努
め
る
。

　
令
和
４
年
度
の
荒
廃
農
地

調
査
で
は
、
約
24 

ha
を
確
認

し
た
。
荒
廃
農
地
の
発
生
防

止
の
た
め
、
地
域
計
画
の
策

定
に
努
め
る
。

　
　
ホ
タ
ル
生
息
分
布
調
査

の
結
果
、
川
沿
い
で
多
く
の

ホ
タ
ル
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
湿
地
や
権
現
山
な
ど
、

貴
重
な
生
物
の
生
息
環
境
も

あ
る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
無

作
為
に
造
ら
れ
な
い
よ
う
な

対
策
で
、
最
低
限
の
景
観
を

守
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
町
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
ホ
タ

ル
の
生
息
地
の
河
川
沿
い
の

優
良
農
地
と
良
好
な
田
園
風

景
、
板
山
高
根
湿
地
は
、
適

正
な
規
制
と
誘
導
に
よ
り
抑

制
し
、
地
域
の
景
観
資
源
の

改
変
を
で
き
る
だ
け
避
け
る

よ
う
に
努
め
て
い
く
。

問

豊かな自然と景観を活かすまちづくり
実現目指し、推進・誘導を図る

答問

答問

答

問答

南部地区の太陽光発電設備施設

新美 加寿奈 議員
（JCPあぐい）

にい み か ず な

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを17



　
現
在
、
北
原
・
英
の
保
育

園
は
、
利
用
の
可
能
性
を
考

え
休
園
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
町
の
年
齢
別

人
口
の
推
移
を
見
る
と
今
後
、

保
育
園
と
し
て
の
利
用
は
見

込
ま
れ
ず
、
検
討
が
必
要
。

　
本
町
の
旧
給
食
セ
ン
タ
ー

の
利
用
を
含
む
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
進
捗
。

北
原
保
育
園

　
　
建
物
を
残
し
園
庭
部
分

は
公
園
な
ど
「
住
民
が
集
え

る
場
所
に
し
た
い
」
地
区
の

要
望
に
対
す
る
考
え
。

　
　
　
建
物
は
老
朽
化
が
進

み
再
利
用
は
難
し
い
。
現
時

点
の
利
活
用
方
法
は
決
ま
っ

て
お
ら
ず
引
き
続
き
検
討
を

進
め
る
が
、
廃
園
手
続
き
を

併
せ
て
進
め
る
。

英
保
育
園

　
　
縣
神
社
の
所
有
で
、
福

住
よ
り
50
年
以
上
に
わ
た
り

無
償
で
貸
与
さ
れ
た
土
地
で

あ
る
。

　
一
部
が
町
所
有
地
で
使
い

づ
ら
い
、
解
決
法
は
。

　
　
　
町
所
有
地
は
道
路
と

接
し
て
お
ら
ず
単
独
活
用
が

難
し
い
。
地
区
が
所
有
す
る

道
路
用
地
と
の
交
換
等
に
よ

り
解
決
を
図
り
た
い
。
廃
園

手
続
き
も
進
め
る
。

旧
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
以
前
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

拠
点
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

　
　
　
施
設
の
利
活
用
方
法

は
検
討
を
進
め
る
が
、
臨
時

的
に
倉
庫
と
し
て
活
用
す
る

方
針
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
拠
点

と
し
て
の
整
備
は
周
辺
道
路

状
況
な
ど
か
ら
実
現
は
難
し

い
。

　
今
夏
（
令
和
５
年
）
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
竹
灯
籠
が
有
名
に
な
り

町
内
外
か
ら
、
想
定
外
の
見

学
者
が
訪
れ
、
県
道
ま
で
達

す
る
大
渋
滞
が
起
き
、
開
催

に
際
し
て
大
き
な
課
題
が
残

っ
た
。

　
今
後
は
「
阿
久
比
町
の
観

光
の
一
つ
と
し
て
観
光
協
会

や
商
工
会
な
ど
と
も
連
携
す

る
べ
き
」
で
あ
る
。

　
来
年
（
令
和
６
年
）
の
開

催
に
む
け
て
白
沢
ホ
タ
ル
の

会
や
地
区
の
方
々
の
思
い
を

尊
び
、
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

開
催
要
領
の
見
直
し
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
開
催
時
期
と
場
所
の
変

更
お
よ
び
観
光
協
会
や
商
工

会
と
の
連
携
に
つ
い
て
の
考

え
。
　
　
　
時
期
・
場
所
等
に
つ

い
て
は
検
討
中
。

　
新
た
な
観
光
資
源
と
し
、

関
係
団
体
と
協
議
し
、
魅
力

的
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き

た
い
。

問

休眠施設の有効利用
利用の検討を進める

答

問

問

答

問

答

答

白
沢
ホ
タ
ル
の
里
と
竹
灯
籠
の
今
後

関
係
団
体
と
協
議
し
て
い
く

小柳 みゆき 議員
（桜海会）

こやなぎ

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを

白
沢
ホ
タ
ル
の
里
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行
政
視
察
を

受
け
入
れ
ま
し
た

「町立もちの木園」の運営状況。事業内容。
利用状況。今後の課題と、その対策。

議会だより第181号（令和元年5月1日）掲載

課題は、移転開所後およそ30年が経過し、老
朽化が著しいことと、特別支援学校卒業生の
受入れ体制を整えることなどが主なものであ
る。

指定管理事業者と連携し、適正な維
持管理と計画的な修繕を進めている。
特別支援学校とは、連絡調整会議の
場で、もちの木園を希望される方に
対応している。

町HPへの掲載および関係団体へ
の研修・周知を行っている。小中
学生に対しては、県からの啓発資
材を活用し、啓発を図っている。

罹災証明書の押印は廃止され、
マイナポータル・ぴったりサービ
スから電子申請が可能。

定期的にHPのリニューアルを行ってお
り、その際に広報あぐいへリニューア
ルを行う記事を掲載し、併せて災害時
用HPの存在についても周知している。

町民に、災害時用HPの存在を周知して
いるか。

議会だより第184号（令和2年2月1日）掲載

現在は、災害時用HPの存在を住民に周知して
いないので、広報やHPなどで周知する。

デジタル化の中、罹災証明書は押印の
問題があるようだが、スマートフォン、
PCなど電子申請も可能にできないか。

議会だより第190号（令和3年8月1日）掲載

今後、庁内における押印廃止と合わせて検討
していく。

ヤングケアラーの認知と周知。
議会だより第190号（令和3年8月1日）掲載

国の啓発資材を活用し、住民や小中学生、
関係団体への啓発を検討。

04

03

02

01

追跡
レポート どうなった！どうなった！あの答弁はあの答弁は

現在は

現在は

現在は

現在は

　

11
月
７
日
㈫
に
北
海

道
三
笠
市
議
会
総
合
常

任
委
員
会
の
皆
さ
ん
が

「
幼
保
小
中
一
貫
教
育

の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
を
調
査
事
項
に
行

政
視
察
に
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　
学
校
教
育
課
職
員
よ
り

「
阿
久
比
町
幼
保
小
中
一

貫
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ね
ら
い
と
現
在
の
取

組
概
要
」
等
を
説
明
し
、

熱
心
な
質
疑
や
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

正
副
議
長
・
文
教
厚
生

委
員
が
同
席
し
ま
し
た
。北海道三笠市総合常任委員会の皆さん
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災害時や緊急時は「いのちを守る情報」を平常時は「暮らしの情報」や「イベント情報」など
をお使いのスマートフォンにお届けします。スマートフォン版アプリを利用するには専用アプリ
「ライフビジョン」をインストールして初期設定を行う必要があります。

阿久比町の安全・安心をお届けする「アプリ」阿久比町の安全・安心をお届けする「アプリ」

あぐい防災・行政ナビあぐい防災・行政ナビ「　　　　　 （アグナビ）」AguNavi

傍聴席へどうぞ
次の定例会は
３月５日㈫開会
※午前10：00～開催予定
です。日程は変更になる
場合があります。詳しく
は阿久比町ホームページ
の議会事務局お知らせを
ご覧ください。

　約10年ぶりに阿久比に戻り、３年が経とうとしています。住んでいた時には「あたりま
え」だと思っていたことが、実は阿久比らしさだったことに、暮らす中で気づかせてもらっ
ています。その一つが、地区の子ども囃子です。
　阿久比地区では小学校新３年生になると、囃子保存会のみなさんと一緒に笛のお稽古をし
ます。小学生の頃からお祭りで笛が吹けるのがとても楽しみで、春のお祭りの時期にはワク

ワクしたものでした。
　今年、初めて笛を手にする子どもたちに、お囃子を伝
えるお役目をいただきました。子どもの頃は、教えても
らえるのがあたりまえだと思っていたことが、教える身
になって、なんて根気のいる大変なことなんだろう……
と当時教えてくださった保存会のみなさんや、練習の場
を整えてくださった子
ども会のみなさんへの
感謝の気持ちでいっぱ
いになりました。

　お祭り当日、一生懸命練習したお囃子を披露する子ども
たちの晴れ姿は、頼もしく、どの子も輝いてみえました。
これからも脈々と伝わる文化や歴史のバトンを先輩方から
受け継ぎ、時代を経ても、変わらず続けられるよう、その
役割を担えたらと感じる機会でした。

祭り好きの祖父に連れられて。
阿久比神社の境内で。

変わらず続く子ども囃子。
絶やさぬようにバトンをつなぐ。

皆様からの議会へのご意見
や要望、町民の声の原稿等
を募集しています。
応募は議会事務局まで。
電話 0569-48-1111（内線1401）

FAX 0569-48-1711
E-mail : gikai＠town.agui.lg.jp

　議会だより200号を発刊するにあたり、50年の長きにわ
たりご苦労された先輩方に御礼を申し上げます。
　また、今号の編集作業を通じて、チーム全体の協力や創
造力がいかに大切かを再認識しました。一人ひとりの貢献
が、200号の議会だよりを生みだす原動力となりました。
　読者の皆様のおかげで、私たちはここまで来ることがで
きました。これからも、よりよいコンテンツを提供してま
いります。議会だよりは地域社会との絆を深め、よりよい
未来を築くための情報発信を続けてまいります。今後とも
お手に取って頂きますようお願い申し上げます。

（山本　良輔）

編 集 後 記

委 員 長／新美三喜雄
委　　員／鈴村　算久
委　　員／新美加寿奈

副委員長／山本　良輔
委　　員／竹内　啓視
委　　員／廣瀬　　実

議会だより編集特別委員会

阿久比地区　坂田実緒子

町 民 の 声町 民 の 声
子ども囃子のバトンを継いで

ばや　 し
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